「ここは、こんなにも美しい場所だったんだ。」

ボロボロに傷ついた崑崙を、城から逃亡させた鬼狼は、とりあえず、２人が初めて出会ったあの、海棠の古木の場所に、崑崙を連れてきた。

　はらはらと、残り少ない花びらを、薄い月明かりの元でゆっくりと散らすその光景に、崑崙は少年のような純粋な瞳で、見入っていた。その光景は、崑崙の頭の片隅にある、懐かしい光景を何か思い出しそうだったが、崑崙は、それが何なのかは、思い出せないでいた。

　「大将軍の住む、海棠精舎はこの先をずっと行ったところにある。徒歩だと、普通の人間であれば、１日はかかるだろうが、お前なら、すぐだろう。」

　鬼狼は、無心に海棠を見上げる崑崙にそう言うと、立ち去ろうとした。それに驚いた崑崙は

　「まってくれ、お前は…。どうするんだ？。まさか城には戻れないだろう。俺と来ないか？」

　そういって、手を伸ばしたが、鬼狼は

　「俺は、お前と一緒に行くとこは出来ない。」

そういって、闇夜に溶けるように消えていった
